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Ⅰ は じめ に って調べた. 

漁場の環境 は生物の災散 と深 く係わ りあってい

る.琵琶湖南湖の浜大津沖エビかご漁場は,平均水 Il 実 験 方 法

深が約 4m と浅 く,流れの変向点H付近に形成され 実験水槽はアタリ/レ製でロータリーポンプ (イワ

5cm0cm

)Rキ社製,MDIOO を使った縦型循環式である (

変動穿開 として波動が提要な因子 となっている2) 1).中央部には長さ3 ,幅.

る.このように水深の浅い場所では,短期的な環境

5cm,深さ の観

特に,漁場が砕波帯付近に形成される場合,波軌に 測水路を持ち,その両端には並綻板およびもじ網(目

7rzense
)
0iJnp

よ る振 動 流 が テ ナ ガ エ ビ,MG

,の移動,周関への分散に彩管しており,

lmL'b hracJO. lC 合 4mm)を取 り付けて流れを並流化させた.

実験は観測水路内にテナガエビを 1尾放流し,個

かご漁業のように受動的な池法では漁獲虫が大 きく 体が水の流出方向にその頭部を向けた時,ポンプを

彩轡されると予想される.テナガエビの流水に対す 作動させ流れを発生させて行った.水路内の流速は

S, 
sec0c75201)01-031- により5段階 ( ,1,1,1,2 m/

る応答を調べることは,本種の漁場形成機械を考え ポンプT動機へのfi (tt t圧を変圧器 山菱和気社製 

る際に誼嬰であるので,本名圧の流水に対する応答を

知る一環として流水に対する抵抗性を水槽実験によ に変化させた●叫 .なお,水路中の流速は,中央部 (水

2t;.乎研究柏過食同会凍.(叔J)にて態さし/･ぷ研兜の一節(318 f=916n･7相 r･.I水g T .
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Fl IJ即 日10 he cru;111日 t11k sdg 1 )a rt lC] 0 ll fle

＼･iL,＼r) 1.hcarr(ハ＼S Sht)u thedircc.tlollOr 
LherurIで川

底から L方 1 m の).)に絹磁流速.･ユニオンエンc Ii ii(

ジニアリング社製 UECM200)を設fHして然誕験捌

好汁時に測定した.水路中の流速分イ71は,流速計のセ

ンサーの寸法 (砿径0.9clll,抜き 3cm)を考L崩して

水平, -5r,[F央部を含分布だけについて,中心線 L ･j -]

め 5cm｢削願で 5点測定した.牡月Jしたテナガエビ 

(体Ili,15-65mm)は琵琶湖南湖エビかご池場で柳

腰したrTから5槌を各:fl 0 L験に使用した.

エビの様子は水桝側剛からテレビカメラを用いて

ビデオ矧 ELに記糾した.記紺即Hは例体が水路の小

火に位mした畔からポンプを作動後/Lt,,路の一端に前

くまでのけr 教抄から数 卜 "]i( 秒Jrr)とした.ここでは,

流水に対する佃体の挙助を礎勢変化から賂析するた

め,Fiii. 9,72に示した 5[...移助座標原点として個体の

眼棟部 (A),本唖の体の桝遣｣･I,姿勢変化に際して

屯要な部分である甲殻の接合部 (可軌部分, B,C, 

D)と尾股の動きを測定するためにその先端部 (E),

を測近点とした.

個体の流水に対する挙動は,30コマ/秒でビデオテ

ープを朽生して,画他解析装私によ r A)から各) (

点までの距雌の変位i止によって漬した.実験時の水

の活肋が所発な2'温は本名丘 3C± LoCnとした.

川 結果 と考察

テナガエビは流水に対 して水峡から灘jLて,次の 

3蛾類の反応バターンをホした.(I)k位後部部を流

水に向けたまま後方へ輸送され]=,(2促 位後頭部を 

.AJ〝r･JIL･/lJL J//,,/J<J(bY(J/tJ ZPI)L7' 

Fl srainpht nteb')g2 Obevto olSO h (dI 
cc . c T (cr C C eA. y .1弓bitkedgeu a叩ae, .cclltrOr 

abo n Dbs resn, tdF.a: d,･ldme . .aeo tlu al ,btkeLtO

urpd jpnse custICCa1 dc岬-dt nou . aae r 呈 .) et l ad 
st)･lp(sm Ctrγo. = iLSi 'b)hn(m, ｡ O . 1( k h u s gto 1 O l o l Ll l l

Co.Ltd.)


流水に向けたまま後方へ輸送されたのち前進した, 

(3h位後前進した.l! Lこ)i A験括児は上記の 3つの反nlパ

ターンに分類 し,それぞれについて適応化.､関守化

法J)によって語･T洲 r･J能な城介のみ平均化で軽理 し

た.

流水に対するテナガエビの挙軌の一例を,流速】O 

co/e g.3にlscの助命の 3つのパターンについて Fi

'.した.図■億 軸は眼球部 ( から各部位までの鮎i1 1 A)

触 (cm),枕軸は測定胴始後の経過時間(秒)である.

部位朋距離の変位稲はA- ～ iJD,A ErTで他の部分

より大きくなった.ま･I: lは間欠的に耶減し.,変位i上

た.これらのことは胴体が体軸 卜で前後方向への可

動部分,主としてD,E部,のlat仲五匹軌を練 り返 し

純水に応苓した'ltをホ唆している.

テナガエビが流水 に対して泳いで前進する糊命,

左4l郡 2脚を,i.- /行に揃えて前方へ仲良しきった状

態 (体軸と同一75向)に保 ちながら,遊泳用戯肢の

前後への往役遊動により糾られる推進力で進むこと

が｢(視観黙された,エビは,この婆勢によって流水

に対する抵抗をit小にすると考えられるから,屈伸l

迎肋は流水に対する姿勢制御のためと考えられる.

もちろん変位右脚 減の程度は胴体の遊泳m収肢の迎

軌悦ブJとも密接に快日系しているであろう. 

Jll仲迦動は榊欠的でIP振軌とはならず ( g3,与 t･ Fi.)

体の構造 L,変位伯も上下Fnlじでなかった.屈伸迎

三助の練 り返 し臥出LJ 止が大きく引Hi脚については,変位i

'L現れるA-D,A～t･,HllJの機合,相隣る怖 (浴)の

出現する時rZ日H隔から調べた ( gA.IX験iiに-̂二IJ Fi.) - ff '

きな変児が澄められた.同一流速でrj験,fの比較的i l.

多かった反は.†タ-ンについて見ると,.2 m/c-/ 0c sc 

(白丸) 申迦物 くり返しの時ftII'願は人q_の槻令,厄日 L,.口 J

胴体が小型個体に比較して良 くなった.
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ターンの%tfT,個体の流れに対する抵抗性 と体長に

は明確なrW系はなかった.

エビ軌には, 111-過,遊泳用腹肢の前後への往徹遊

att n3erp
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個体の体滋と流水に対する抵抗性 との帆係を調べ 進した場合であるので,大型個体俊流れに対する航

るために,外バタ-ンを示した個体の体長を実験流 抗性が大きいとみなして差 し支えなかろう.他のバ

逮( )川に髄B し,V のr脚数として F に7 し

f7t

大きかったので,上限, 卜限お

よびI･均佃で示した.パターン 2について,､l均 的
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f!一と,腹部を山川hさせてJきられろ推進力を利m Lた後;.

Ii

)'-,

t̀,ば体iiは＼-rの1史1敬として懲 Fできた. 

ンHl 一度偶作が後ノへ輸送され7後,前 
Jを利用した前ノ)への移助動によってf!きられる推進jにみるな 

'で夕-
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テナガエビの流水に対する抵抗性についてさらに

検芳寸するために,同じ水域に生息しているスジエビ, 

wnp 〝,の流水に対する応答事と比較･t.

0)(3

Plaaen
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de'lazcz 
する.

z
U

q 

(
t
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ただし,実験に使用した個体の体長が異なってい3 

g 

aT 

tT たので,比較に先立ち,体の屈曲運動様式に蓋はな

t,
p
O
山 

いと仮定して,振動が比較的多 く出現するA-D, 

A～E間の拒雌についてその変位血を体長で割って

att n2

2015

er

10

P

5 6g.基準化 した.その結果は流速の関数として Fi に

示した.ナナガエビの変位瓜はすべてスジェビより

小さく,さらに,スジエビの場合,流速の増加にと

もない変位 Jriiも大きくなる傾向を示したが,テナガ

0

B 

6
(
tJJo
)
月
)

一' エビでは,流速のI 
o･8 5 

った.多くの生物において,常にその唖にとって以

Tru小値 とl浸大他で変位血が小さか
湖 上tT

a 
t 

2 
I
(

適状態で運動がなされている7)ことからすると,チ

ナガエビは基本的には,遊泳用腹肢の前後への往復

p 

o
e 

0
 運動により稗られる推進力と屈伸運動による姿勢制5 021510

御で流水に応答するが,遊泳用腹肢の運動性能およ&tt

E

q 
t

B る.ここでは遊泳用腹肢中位大の第 3腹肢外股につ

ernP

(

u
) 

3

び体型変化能力がスジェビより劣ると推察された.

遊泳用艦腹の運動能力はその形態と密接に関係す

O

帖
 
u
a
T 

Jfp

いて一例ではあるが形態的特徴について調べた結果

･to o 14, 
cmcm

を参考 までに示す.頭胸 甲長でテナガエ ビは 

,スジェビは09 であった.ここで遊泳用駿肢

-
g 

0
 2015105
の平面形の特徴を示す指標 としてアスペ ク ト比8) 

(腹肢を怖円板で近似)を求めた結果,テナガエビで 
y( See

i( doy 
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lhns)ltea p b wee y ad b

Up

28.24.,スジェビで となった.これらからスジェど

の腹肢のほうがテナガエビのそれより往復3'軌に際l 5g.
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s(- ) dn n＼ kして付加質1の形邪が少 くなることが示唆された.7

腹肢縁辺の剛毛はそれらの後方への動きに伴って(1h

eou

ar

andl rl

(●) es Wn
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il tcenoioltearc,orr nceff

開き抵抗両石 を那加させる.一方,前方への動 きで

方への移軌 (緊急時の退避行動)がある5I.さらに, はそれがすぼめられて抵抗面税が減少するように働

c).くS 腹肢線辺の剛毛の長さ(1

いことが観察された.上記移動様式に加えて,歩脚 の)と腹版の長さ (Lcm)の比 

la

lノ(

m : E肢長軸上のも

L)はテデガエ

静水状憶において水底を歩行 して移動する頻度が高

による歩行移動も退嬰な移動様式の一つの考えて差 502.102.ビで ,スジエビで となり,後者が前者より

し支えなかろう.本磯 は流れの穏やかな環境 を好 抵抗面郡の増減能力が優れていることが推察 され

み6㌧また,流れに対する抵抗性 t)弔いと指摘3)され た.

7I'iくF'兜 

において同一流速,パタ-ンにおいて

体長の変異が大きかったことは,歩行移軌 の影坪

が大きく現れたものと推察された.本実験では後方

への退避行動ではなく,前進時に間欠的な屈伸選曲

が観察された.木板においては流水に対 して前進す

る場合,姿勢制御のために用いる遊泳用阪肢の運動

に加えて体の屈伸道政も用いるものと想像される.

市繁文川は . 

5g.ている.Fi

llltIrはl●水稚7日絶叫9g 

個体の計測は各概について一例ではあるが成体 

(雄)であったことからそれぞれの数値は磯の形態的

特徴をある程度襲 しているとみて差 し支えなかろ

う.これらからテナガエビの遊泳能力はスジエビよ

り低いことが推察された.生物が環境に適応 して生

息していることからすると,テナガエビが流れの綾

やかな場に生息している6)ことは本研究結果からも 
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南湖では漁場が砕波帯付近に形成される場合があ 本研究を遂行するにあたり有益な助言を賜った本

り,短期的な環境変劫壁因として波動が並撃な因子 学出学部津附良平教授に深く感謝する.ナナガエビ

となっている2)ことからすると波動による振動流 の採uiは滋i1''坑主立琵琶湖文化館館長林弘和氏,同館

(個体に対する流向も含む)に対する応答について調 草書El前畑政沓氏,秋山席光氏,松田征也氏,桑原

べる必要もあるが,この点については今後の研究訣 雅之氏の協力を得て行った.データの整理に際して

魅とする所1-である. 本学学生中甜恭仁氏,松浦隆之氏に協力いただいた.i

ここに記して感謝の苦を表す. 

IV 要 約

テナガエビの流水に対する応答について水榊実験 VI文 献
 

から検討した.流水に対する本概の応答は生態環境 1) 岩佐故朗 ･井上和也 ･磯久礼志 ･村田正人 :海


での基本的な移動様式,歩脚による歩行移動,の形 岸工学訳h'会論文娘,25,571-575(1978)
 
輝を大きく受け,かつ遊泳fLE 2 本誌,2,
.力は同一水域に生息す ) 山根柾 ･蚊高弟之助 ･斯波裕司 : 1

るスジェビより低いことが示唆された. 35-43(1988)
 

3) 小笠原丑光 :u本のエt='･世界のエビ (束京水
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産-̂学節9bl公榊講座崩災賓Ll全編 ),32,伝 6) _Lm常- :LI本淡水エビ類の研究,102,閉山 

il社恒姐 R,虫右 18) l,店,.b (90与 J くく91 Lrt E根 17) 

4) 而茂夫 :波形データ処 B.4 7 El生物機械工学,81, L,P8,CQ出版,火京 ) 広軌 jP: 1,9_ll業調流会,

(1987) 

5) 火tl生物･ 打'7Lい効 き3,3,3,共

虎京 (1987)

8) 勝本武助 :洗 3) 3,瓜田堂,IJL:F: _･ 4 5 6 体力芋1 ,1 火,その#r1 ( 1

立出版,煎茶 (1986) (1975)
 


